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2025年 5月期 通期決算説明会書き起こし記事の公表について 
 

日頃より、当社へのご関心をいただきありがとうございます。 

2025 年７月 15 日に開催しました当社「2025 年５月期 通期決算説明会」について、その書き起こし記事を作成い

たしましたので、お知らせいたします。 

なお、本開示は投資家様への情報発信の強化とフェアディスクロージャーを目的とし、公表させていただいており

ます。回答内容については、時点のずれによって表現が若干異なる場合がございますが、直近の回答内容を記載して

おります。 

記 

 

１． 2025年 5月期 通期決算説明会概要 

・開 催 日：2025年７月 15日（火） 

・登 壇 者：代表取締役社長 中村 篤弘 

・開催方法：オンライン 

 

・決算説明会動画 

https://www.youtube.com/watch?v=WVFtlKv-E70 

 

・決算説明会資料 

https://global-assets.irdirect.jp/pdf/menu_file/2934/20250716141455_7302.pdf 

 

以上 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=WVFtlKv-E70
https://global-assets.irdirect.jp/pdf/menu_file/2934/20250716141455_7302.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2025 年 5 月期通期 

決算説明会 書き起こし 

に関する FAQ 
ジェイフロンティア株式会社 

【証券コード】２９３４ 
 

2025 年７月 15 日 16 時 30 分～ 



司会： 

お時間になりましたので、これよりジェイフロンティア株式会社、2025 年 5 月期 通期決算説明会を開催いた

します。 

本日はご多忙の中、決算説明会にご参加いただき、誠にありがとうございます。 

 

本説明会は、決算報告の後、質疑応答の時間を設けております。なお、時間の関係上、すべてのご質問にお答え

できない場合もございます。予めご了承ください。 

それではこれより、2025 年 5 月期 通期決算について、代表の中村からご報告をさせていただきます。 

 

代表 中村： 

ジェイフロンティア株式会社 代表取締役の中村 篤弘です。 

本日は、2025 年 5 月期 通期の決算状況についてご説明いたします。 

よろしくお願いいたします。 

  



まずは、2025 年 5 月期 通期の連結決算についてです。 

25 年 5 月期は、売上高 215 億 400 万円で計画比 102％となりました。SOKUYAKU・D2C 事業の安定推移に

加え、ライブコマース事業を始めとしたヘルスケアマーケティングサービスの伸長によるものです。 

 

EBITDA については、9 億円まで積み上げ、計画比 115%と大幅超過いたしました。 

ROI を重視した広告投資戦略により、売上を維持しつつ計画以上の利益を確保したことに加え、ヘルスケアマ

ーケティングにおける高収益案件も大きく寄与いたしました。 

 

また、営業利益は 2 億 9,300 万円、経常利益は２億 3,100 万円、当期純利益は 8,700 万円となりました。 

ウェルヴィーナス社の PPA 確定により、無形資産償却額は膨らんだものの、EBITDA 改善によって営業利益以

下、全ての段階損益が 2 四半期連続で上方修正となり、最終利益も計画の 2 倍以上を確保することができてい

ます。 

  



 

こちらが通期決算における、セグメント別の詳細になります。 

メディカルケアセールス事業においては、売上高が 57 億 3,500 万円と、通期計画 56 億円に対して 102％、

EBITDA は５億 5,000 万円と、通期計画５億円に対して 110%の達成となりました。 

SOKUYAKU 利用者が前期比で 200%超を達成し、SOKUYAKU ベネフィットの導入企業も順調に増加していま

す。医薬品 D2C は広告効率を重視しつつも、防風通聖散・防已黄耆湯錠 SX 等の生漢煎®シリーズの漢方の売

上が好調に推移しており、メディカルケアセールス事業が最も EBITDA を創出しています。 

 

ヘルスケアセールス事業においては、売上高が 60 億 8,200 万円と、通期計画 64 億円に対して達成率は 100%

を下回っておりますが、EBITDA は 5 億 4,300 万円と、通期計画５億 1,000 万円に対して 107％を達成して

います。 

定期顧客の積み重ねにより、来期以降も売上・EBITDA ともに伸長させてまいります。 

 

ヘルスケアマーケティング事業については、売上高が 96 億 8,600 万円と、通期計画 90 億円に対して 108%、

EBITDA が通期計画 2 億円に対して、1 億 8,900 万円で 95％の達成となりました。 

ライブコマース事業が計画以上に伸長し、DM マーケティングや物流業務などの BPO サービスも売上に寄与し

ています。 



 

売上高と EBITDA の 5 ヵ年推移はこちらの通りです。 

売上高、EBITDA ともに右肩上がりで非常に順調に推移しており、過去最高を達成いたしました。 

特に EBITDA に関しては、前期比で 10 億円以上の改善を図ることができました。 

  



 

こちらが、連結 P/L のサマリーです。 

2025 年５月期の売上高は、215 億 400 万円と、前年実績と比べて 37 億 9,000 万円の増収。 

プラス 20％超の成長となりました。 

 

EBITDA は 9 億円で前期比プラス 10 億 4,500 万円、営業利益は 2 億 9,300 万円で前期比プラス 8 億 9,800

万円、経常利益も 2 億 3,100 万円で前期比プラス 9 億 2,500 万円とそれぞれ増益で、全て黒字転換となりま

した。 

 

また、当期純利益におきましても、前期比プラス 21 億 8,800 万円で、8,700 万円となり、最終黒字化を果た

すことができました。 

 

  



 

SOKUYAKU ヘルスケア経済圏の成長状況はこちらです。 

クォーターアクティブユーザーと年間経常収益は、足場固めとした今期において、広告投資の最適化を徹底し

たことによるもので、想定通りの着地となっています。来期以降、改めて指標伸長も見据えて、事業を推進して

まいります。 

  



 

続けて、2026 年 5 月期通期の計画値と今後の方針についてです。 

当社は 2024 年５月期を先行投資、2025 年５月期を足場固めとそれぞれ位置付けてきた中で、 

2026 年５月期については、投資と回収の両輪経営を実行する期と定義いたしました。 

 

  



 

具体的な計画値についてご説明いたします。 

売上高においては、前期実績を 20 億 9,600 万円上回る 236 億円を計画しております。 

先ほどお伝えしましたとおり、投資と回収の両面拡大を狙うため、広告費については前期比プラス 17%の 43

億 2,800 万円の積極投資を行う一方、EBITDA についても、前期比プラス 13%で初の二ケタ億円に乗せる予

定です。 

期初から積極的な広告投資を行うことで、回収時期も前倒し、かつ翌期以降の成長にも繋げてまいります。 

 

  



 

ここからは直近のトピックスをご説明いたします。 

SOKUYAKU 事業において、東京大学在籍、および出身 AI エンジニアを多数抱える、Sushi AI 株式会社と業務

資本提携を締結いたしました。 

 

同社の AI 領域における知見と開発力を最大限に活用し、画像診断 AI の導入によるオンライン診療支援や、薬

効および副作用に関する AI 解析など、当社の掲げている「SOKUYAKU ヘルスケア経済圏」に AI を組み込む

ことで、より精密な個別対応や効率的な事業体制の構築を図り、医療・健康領域における提供価値の最大化を目

指してまいります。 

  



 

そのほかにも、SOKUYAKU の新機能として、SOKUYAKU ウェルネスとの連携によって、ポイントが貯まる機

能や、医師・薬剤師との診療待機画面に広告を表示する新プラン、 

  



 

訪日外国人向けのリアルタイム翻訳機能の実装も行い、ユーザーや医療機関の皆様の利便性向上に努めており

ます。 

 

会員登録の手間を省くため、外部サイトの ID 連携 API をリリースしました。 

第一弾として、フィナンシャル・エージェンシー社提供の保険サービスサイト「よつば」との API 連携を開始

しています。これにより、SOKUYAKU のユーザー属性を確認しながら、最適な保険の提供機能が強化され、会

員の皆様にとって、より安心で豊かな生活の実現に貢献できるものと考えております。 

今後も外部サイトとの API 連携を加速させ、更なる会員数の拡大を図ってまいります。 

  



 

さらには、SOKUYAKU の利用が可能になる、従業員への福利厚生サービス「SOKUYAKU ベネフィット」の導

入企業が続々と増加しています。導入は愛知や静岡の企業など、全国にも広がり、健康経営優良法人 ブライト

500 の認定企業にも採用されています。 

今後も、当社は多様な働き方に寄り添ったヘルスケアソリューションの提供を通じて、健康経営の支援に貢献

するとともに、SOKUYAKU ベネフィットの導入を推進してまいります。 

 

こうした利便性向上と実績の積み上げにより、おかげさまで SOKUYAKU の利用件数が前期比 200％超えとな

りました。 

  



 

D2C 事業においては、当社のアンチエイジング化粧品「ファブール・ニードルアイ＆リップリフトクリーム CC」

に関する研究が、イタリアで開催された国際学会において、２年連続で選出されました。 

 

さらに、当社の累計販売個数 100 万個を超えるホワイピュアシリーズから、新商品「W・薬用 VC クリアジェ

ル」を発売いたしました。 

皮膚科学の研究から肌のコンディションに着目し、厳選した成分や新しいテクノロジーを活用して、キレイを

目指す、すべての女性の悩みをサポートします。 

  



 

グループ会社の EC スタジオは、同グループ会社のジャスティ・ONEST と３社合同で「ビューティーワールド

ジャパン 2025」に出展いたしました。 

 

また、EC スタジオの「WEEED シリーズ」が販売累計個数 100 万個を達成いたしました。 

「WEEED」は、角質層を優しくオフし、ニキビ予防、体臭予防、清浄・殺菌、保湿・潤いをケアする薬用ボデ

ィスクラブとして、多くのお客様にご支持いただいております。 

  



 

同じくグループ会社のウェルヴィーナスにおいては、「ひざ関節の違和感を和らげる」機能をサポートし、 

累計販売 400 万袋を達成した「北国の恵み」が、機能性表示食品として届出が受理されました。 

 

B2B 事業においては、世界最大級のテレビ通販チャネル「QVC」にて「ライジング・スター・アワード」を受

賞しました。これまで当社がベンダーとして携わり、QVC に採用された商品数は 100 点を超え、商品取扱高は

約 20 億円に達しております。QVC のお客様から高い支持を受け、短期間での売上拡大を実現しています。 

  



 

更に、新事業となる、TikTok Shop 運用支援サービスの提供を開始いたしました。 

 

先日ローンチされたばかりの TikTok Shop は、中国において、年間 100 兆円規模に迫る巨大な市場を確立して

おり、日本国内においても今後の大きな成長が期待されています。 

既に当社は、自社 EC サイトにおいて TikTok や Instagram をはじめとした、SNS での E コマースや、インフ

ルエンサーマーケティング、テレビショッピングにおける確かな実績と知見を有しております。これをクライ

アント企業に提供し、その事業成長を力強く支援することを目的として、TikTok Shop 運用支援サービスの提

供を開始いたしました。 

 

また、その一環として、当社も TikTok Shop 店舗を開設いたしました。そこで得られる実践的な知見や成功事

例を運用支援サービスに還元することで、クライアント企業の事業成長をより強力にサポートしてまいります。 

  



 

そして、この新事業の更なる成長を目指すべく、TikTok 総フォロワー数 3.3 億人を誇る株式会社 TORIHADA

との業務提携を締結いたしました。 

 

同社の有する、TikTok Shop 領域における専門知識と、当社の SNS インフルエンサーを活用した販売ノウハウ

や、テレビショッピングにおける１日２億円規模のライブ販売実績を掛け合わせ、サービスの強化を図ってま

いります。 

 

また、それだけではなく、当社クライアント企業向けに TikTok 等のショートムービープラットフォームを活用

した、新たなマーケティング支援の共同提案や、パッケージ施策の開発を推進することで、当社 B2B 事業にお

ける 1,000 社規模の顧客基盤に対して、TikTok Shop 運用支援事業への集客を行いながら、更なる成長と企業

価値の向上に努めてまいります。 

 

以上をもちまして、2025 年 5 月期 通期の決算、2026 年 5 月期の計画、および直近のトピックスの説明を終

了させていただきます。引き続き、株主、投資家の皆様をはじめとするステークホルダーの方々のご期待に沿え

るよう、事業運営に邁進してまいります。 

 

今後ともご支援ご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 

  



【質疑応答】 

 

質問 1： 

2026 年 5 月期の計画値は積極的なものか、あるいは堅実にみたものかどちらか？ 

 

まず既存事業については、堅実な計画値としております。 

新規事業についても、事業の立ち上がりや収益化の時期の不確実性が高いため、固定費は見ているものの売上

や利益は今回の計画には織り込んでおりません。業績への影響が確定次第、速やかに開示いたします。 

 

質問 2： 

2026 年 5 月期の計画の広告費が＋17％となっているが、内訳はどうか？ 

 

投資予算については SOKUYAKU 事業と D2C 事業に主に振り分けております。 

目先の収益にとらわれず、効率の良い広告には積極的に投資していく方針です。 

当社のビジネスモデル上、投資回収には一定の期間を要します。そのため、積極的な広告投資は期初から実施す

ることで回収時期も前倒し、かつ翌期以降の成長にも繋げてまいります。 

 

質問 3： 

KPI が 2Q から下がっているが、会社としてはどういった評価をしていて、どのような対策を考えているのか？  

 

前期においては、財務健全性も意識しつつ、広告費の投下を行った中で、KPI に関しては想定通りであり、特に

問題視はしておりません。 

SOKUYAKU で言えば、現在の新規ユーザーの獲得コストからすると半年以内で回収できますので、今後投資に

より獲得を伸ばしながら、収益も確保してまいります。 

 

質問 4： 

SOKUYAKU ベネフィットの導入状況は？ 

 

順次プレスリリースを出しておりますが、業種・エリア問わず、様々な企業様に続々と導入いただいておりま

す。 

非開示ではありますが、日本有数の大企業の支社などでも採用されています。 

また、決算説明動画の中でも触れましたが、健康経営優良法人の中でも上位 500 に入るような企業様にも導入

いただきました。企業にとっても健康の機運が高まっている中、SOKUYAKU ベネフィットのニーズは日々高ま

っているということを実感しております。 

 



質問 5： 

再発防止策の進捗状況はどうなっているか？また、内部統制監査の意見はいつ出るのか？ 

 

以前発表した 7 つの再発防止策に関して、取締役 CFO の選任・社外取締役の増員、コンプライアンス研修の実

施、各種モニタリングの仕組みの導入など、全て実行済みです。 

内部統制監査についての監査意見が出るのは、有価証券報告書を提出する 8 月下旬になります。 

確定的なことは言えませんが、問題なく進行しており、無限定適正意見を取得する方向で現在も対応中です。 
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